
 

 

                         

 

「ノラネコぐんだんアイスのくに」 
工藤 ノリコ∥著 白泉社 E ﾉ 

アイスクリームパーラーを

のぞいていたノラネコぐん

だんが、空
から

っぽのアイスの

入
い

れ物
もの

を見
み

つけた。その中
なか

 

に入
はい

って、アイスのくにのアイスクリーム

工場
こうじょう

に潜入
せんにゅう

したけれど…。 

「ペンギンやまのアイスホテル」 

渡辺 有一∥作・絵 教育画劇 E ﾍﾟ 

世界一
せかいいち

、涼
すず

しいアイス 

ホテルへようこそ！シャワー

からは雪
ゆき

がふり、浴槽
よ くそ う

に

は冷
つめ

たい氷
こおり

が浮
う

いてい

ます。お料理
り ょ う り

やデザート

もよく冷
ひ

えています。 

「なつのおとずれ」 
かがくい ひろし∥作・絵 PHP研究所 E ﾅ

「梅雨明
つ ゆ あ

けはもうすぐでしょう」

と伝
つた

えるかたつむり天気
て ん き

予報
よ ほ う

。

それをみた太陽
たいよう

は、メロンや

スイカ、かぶとむし、かき氷
ごおり

たちを呼
よ

びました。出番
で ば ん

が 

きたみんなは、一斉
いっせい

に走
はし

りだして…。 

「おおきなスイカ ルッキオとフリフリ」 
庄野 ナホコ∥作 講談社 E ｵ 

ルッキオとフリフリは、庭
にわ

で

大
おお

きなスイカを見
み

つけま

した。スイカを売
う

って、憧
あこが

れ

のマグロが買
か

えると思
おも

った

二人
ふ た り

は、スイカを売
う

ろうと 

しますが、欲
ほ

しいという人
ひと

が現
あらわ

れなくて…。  

「アイスクリームとけちゃった」 
赤川 明∥作 ポプラ社 Ｅｱ 

みっちゃんの大好
だ い す

きなアイス 

クリームが溶
と

けちゃった! 

「太陽
たいよう

さん、あたしのアイス 

クリーム返
かえ

してよ!」 それでも

太陽
たいよう

は黙
だま

ってかんかん照
て

って  

います。すると不思議
ふ し ぎ

なことがつぎつぎと…。 

「すいかのプール」 
アンニョン タル∥作 岩波書店 E ｽ 

真夏
ま な つ

のお日
ひ

さまの下
した

、すっかり

熟
じゅく

した大
おお

きなすいかがパカッ

と割
わ

れたら、すいかのプール

のプール開
びら

きです。さあ、浮
う

き

輪
わ

を持
も

って出
で

かけましょう。  

「ゆうれいとすいか」 
くろだ かおる∥作 せな けいこ∥絵 ひかりのくに E ﾕ  

暑
あつ

い時
とき

はよく冷
ひ

えたスイカ

に限
かぎ

る。そう思
おも

うのは人間
にんげん

だけでなく、幽霊
ゆうれい

も同
おな

じよう。

人間
にんげん

が冷
ひ

やしていたスイカ 

を食
た

べてしまった幽霊
ゆうれい

は…。 

「ぼくはアイスクリーム博士」  
ピーター シス∥作 西村書店 E ﾎﾞ 

アイスクリームのことなら、

何
なん

でも知
し

りたいジョーくん。

おじいちゃんから、どんな

夏休
なつやす

みを過
す

ごしているか

と手紙
て が み

で聞
き

かれて、教
おし

え

てあげたことは…。 

「おばけぼうやのかいすいよく」  
わたなべ ゆういち∥著 佼成出版社 E ｵ

おばけの家族
か ぞ く

が海
うみ

に 

やってきました。そこへ、 

たこのおじさんが顔
かお

を 

出
だ

して…。さあ、楽
たの

しい

海水浴
かいすいよく

のはじまりです! 

「おもちのかいすいよく」 

苅田 澄子∥作 植垣 歩子∥絵 学研プラス E ｵ

「いっぱいあそぼうね」

「いっぱいおよごうね」 

海
うみ

へやってきた、おもちの

もーちゃんとちーちゃん。

今度
こ ん ど

は、どんなさわぎ

が巻
ま

き起
お

こる!? 

「じいちゃんとないしょないしょのやまのぼり」  
わたなべ さもじろう∥作・絵 鈴木出版 E ｼﾞ

昔
むかし

、山
やま

登
のぼ

りの名人
めいじん

だった

じいちゃんと一緒
いっしょ

に山
やま

に

登
のぼ

ったけんた。じいちゃん

は川
かわ

でイワナを探
さが

すけれ

どイワナの姿
すがた

は見当
み あ

たら  

ない。でも、岩
いわ

を登
のぼ

った上
うえ

の滝
たき

つぼには…。  

「ポレポレやまのぼり」 
たしろ ちさと∥文・絵 大日本図書 E ﾎﾟ  

慌
あわ

てんぼうのやぎくん、

お調子者
ちょう しもの

のはりねずみ

くん、しっかり者
もの

のぞうくん

が、山
やま

登
のぼ

りに出
で

かけました。

さあ、楽
たの

しいキャンプの

始
はじ

まりです! 

「ボリスのやまのぼり」 
ディック=ブルーナ∥作 講談社 E ﾌﾞ 

ボリスは山
やま

登
のぼ

りが大好
だ い す

き。

急
きゅう

な坂道
さかみち

もへいき。 

どんどん登
のぼ

ります。山
やま

の

てっぺんに着
つ

きました。 

山
やま

の向
む

こうからお日
ひ

さまがのぞいて、だん

だん大きくなって…。 

「はだしになっちゃえ」 
小長谷 清実∥文 サイトウ マサミツ∥絵 福音館書店 E ﾊ  

シャツを脱
ぬ

いで、さあ海
うみ

へ。

かんかんでりの砂浜
すなはま

は、

あっちっち! 波打
な み う

ち際
ぎわ

の濡
ぬ

れた砂
すな

は、ひんやり 

きもちいい。さあ、はだしになって、

海辺
う み べ

の感覚
かんかく

を楽
たの

しもう。 

 わくわく♪なつをたのしもう♪ 

【うみ、やま】 

【あいす、すいか、かきごおり】 2019年度-№4 7月のえほん 

はにゅうしりつとしょかん 


